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県計画の概要

県計画の概要
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《従来の評価》

「実績値」が「基準値」未満Ｃ評価

「実績値」が
「基準値」以上で「期待値」未満

Ｂ評価

「実績値」が「期待値」以上Ａ評価

評価基準区 分

《中間評価》

「実績値」が「基準値」未満Ｃ 評価

「実績値」が
「期待値」の達成度の５割未満Ｂ 評価

「実績値」が
「期待値」の達成度の５割以上Ｂ＋評価

「実績値」が「期待値」以上Ａ 評価

「実績値」が「目標値」以上Ａ＋評価

評価基準区 分

【進捗状況の評価について（５段階評価）】 評価方法

○○○○額

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

(億円)

○○額 4,000 4,300 6,000 10,000 12,500 12,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値
実績値基準値

期待値

基準値

目標値

○○○○額

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

(億円)

○○額 4,000 4,300 6,000 10,000 12,500 12,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値
実績値基準値

期待値の達成度

５割線

目標値

基準値

【目標達成見込みについて】

○○○○額

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

(億円)

○○額 4,000 4,300 6,000 10,000 12,500 12,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H22到達予測

目標値の達成度

５割値

目標値実績値

実績によ る H22到達見込線

期待値

期待値の達成度5割線
基準値

★★★★

目標達成が

できる見込み

★★

目標達成には

努力が必要

★★★

もう少しの努力で
目標達成ができる見込み

★

目標達成には

一層の努力が必要

★

目標達成には

一層の努力が必要

★

目標達成には

一層の努力が必要

Ｈ２２到達予測が「目標値」以上

Ｈ２２到達予測が

「目標値」の達成度の５割以上

Ｈ２２到達予測が「基準値」未満

Ｈ２２到達予測が

「目標値」の達成度の５割未満

《目標値》

《達成度５割》

《基準値》

★

目標達成には

一層の努力が必要

★

目標達成には

一層の努力が必要

○○○○額

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

(億円)

○○額 4,000 4,300 6,000 10,000 12,500 12,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H22到達予測

目標値の達成度

５割値

目標値実績値

実績によ る H22到達見込線

期待値

期待値の達成度5割線
基準値

★★★★

目標達成が

できる見込み

★★

目標達成には

努力が必要

★★★

もう少しの努力で
目標達成ができる見込み

★

目標達成には

一層の努力が必要

★

目標達成には

一層の努力が必要

★

目標達成には

一層の努力が必要

Ｈ２２到達予測が「目標値」以上

Ｈ２２到達予測が

「目標値」の達成度の５割以上

Ｈ２２到達予測が「基準値」未満

Ｈ２２到達予測が

「目標値」の達成度の５割未満

《目標値》

《達成度５割》

《基準値》

★

目標達成には

一層の努力が必要

★

目標達成には

一層の努力が必要
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【数値目標の進捗状況(総括表)】

人が輝く
いばらき

住みよい

いばらき

活力ある

いばらき

合計 136
(100)

22
(16.2)

32
(23.5)

82
(60.3)

28
(20.6)

36
(26.5)

18
(13.2)

27
(100)

4
(14.8)

11
(40.8)

12
（44.4）

6
(22.2)

4
(14.8)

2
( 7.4)

未来を拓く
たくましい人づくり

9
(100)

5
(55.6)

1
(11.1)

3
(33.3)

0
( ― )

3
(33.3)

0
( ― )

環境を守り・育てる
300万人行動

17
(100)

2
(11.8)

3
(17.6)

12
(70.6)

5
(29.4)

6
(35.3)

1
( 5.9)

共に創る
安全・安心社会

13
(100)

1
( 7.7)

6
(46.2)

6
(46.2)

4
(30.8)

2
(15.4)

0
( ― )

高齢者が活躍する
健康長寿社会

18
(100)

4
(22.2)

6
(33.3)

8
（44.5）

2
(11.1)

5
(27.8)

1
( 5.6)

ストップ少子化
への挑戦

14
(100)

1
( 7.1)

2
(14.3)

11
(78.6)

4
(28.6)

4
(28.6)

3
(21.4)

広域交流新時代
の幕開け

17
(100)

2
(11.8)

2
(11.8)

13
(76.4)

3
(17.6)

7
(41.2)

3
(17.6)

日本の食を支える
元気NO1農業

21
(100)

3
(14.3)

1
(4.7)

17
（81.0）

4
(19.1)

5
(23.8)

8
(38.1)

日本をﾘｰﾄﾞする
力強い産業社会づくり

評価対象
指標数

Ｃ
評価

Ｂ
評価

Ｂ＋評価
以上

Ｂ＋
評価

Ａ
評価

Ａ＋
評価

戦 略 名

重点戦略編

人が輝く
いばらき

住みよい

いばらき

活力ある

いばらき

目標

合計 53
(100)

10
(18.9)

15
(28.3)

28
(52.8)

12
(22.6)

16
(30.2)

11
(100)

3
(27.3)

5
（45.4）

3
(27.3)

2
(18.2)

1
( 9.1)

未来を拓く
たくましい人づくり

4
(100)

2
(50.0)

1
(25.0)

1
(25.0)

0
( ― )

1
(25.0)

環境を守り・育てる
300万人行動

6
(100)

1
(16.7)

1
(16.7)

4
(66.6)

2
(33.3)

2
(33.3)

共に創る
安全・安心社会

5
(100)

1
(20.0)

1
(20.0)

3
(60.0)

2
(40.0)

1
(20.0)

高齢者が活躍する
健康長寿社会

7
(100)

1
(14.3)

4
（57.1）

2
(28.6)

1
(14.3)

1
(14.3)

ストップ少子化
への挑戦

5
(100)

0
( ― )

1
(20.0)

4
(80.0)

1
(20.0)

3
(60.0)

広域交流新時代
の幕開け

6
(100)

1
(16.7)

1
(16.7)

4
(66.7)

1
(16.7)

3
(50.0)

日本の食を支える
元気NO1農業

9
(100)

1
(11.1)

1
(11.1)

7
(77.8)

3
(33.3)

4
(44.5)

日本をﾘｰﾄﾞする
力強い産業社会づくり

評価対象
指標数

★
目標達成
には一層
の努力が
必要

★★
目標達成
には努力
が必要

★★★
以上

★★★
もう少しの
努力で目標
達成ができ
る見込み

★★★★
目標達成
ができる
見込み

戦 略 名

○『Ｂ＋評価』以上が約６０％，『★★★』以上が約５３％
○『活力あるいばらき』の戦略は概ね７割から８割で期待どおりの成果
○『ストップ少子化への挑戦』戦略『環境を守り育てる３００万人行動』戦略

『未来を拓くたくましいひとづくり』戦略については，より一層重点的に
取り組んでいくことが必要

【数値目標の達成見込み(総括表)】
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評 価

１ 成 果
・ 工場立地件数，工場立地面積が全国トップレベルの実績
・ 大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）の稼働，県中性子ビームラインの供用開始，

産学連携による共同研究の促進など，産学官連携の各種計画が進展
・ 従業員１人当たり製造品出荷額も順調に増加

２ 課 題
・ 工業団地における未分譲地の早期解消
・ 依然として厳しい経営環境にある中小企業への支援
・ 大型店の郊外出店などにより影響を受けている既存商店街の活性化

今後の方向
・ 本県の立地優位性のＰＲや各種優遇制度を活用した積極的な企業誘致の推進
・ 中小企業に対する経営面・技術面・人材育成面の支援をより一層充実
・ 商業者や地域住民などのアイディアを活かした賑わいのある商店街の創出

１ 『日本をリードする力強い産業社会づくり』戦略

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

工場立地件数

0

20

40

60

80

100

120

（件）

件数 50 48 67 92 79 60

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
67件

Ａ＋ 評価

H19
92件

Ａ＋ 評価

H20
79件

Ａ＋ 評価

実績によるH22到達予測線
期待値

目標値：60件
設定根拠：企業立地日本一になれる

水準

H22到達予測

基準値

★★★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

工場立地面積

0

50

100

150

200

250
（ｈａ）

面積 91 128 187 165 121 100

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
187ｈａ

Ａ＋評価

H19
165ｈａ

Ａ＋評価

H20
121ｈａ

Ａ＋評価

実績によるH22到達予測線
期待値

目標値：100ha
設定根拠：企業立地日本一になれる

水準

H22到達予測

基準値

★★★★

従業員１人当たり製造品出荷額

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

（万円/人）

出荷額 3,909 4,035 4,193 4,394 4,400

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
4,193万円
Ａ評価

H19
4,394万円
Ａ 評価

目標値：４，４００万円/人
設定根拠：H16実績の１割以上の増加

基準値
実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H22到達予測

★★★★
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２ 『日本の食を支える元気NO.１農業』戦略

評 価

１ 成 果
・ 農業改革７年目，県内各地において元気な産地や農業者が増加
・ H19農業産出額が，対前年比94億円増で全国第３位へ（H18第4位）

・ 東京都中央卸売市場での県産農産物シェアが５年連続１位

２ 課 題
・ 地域の意欲ある担い手の確保
・ 消費者の食の安全・安心や環境への関心の高まりへの対応
・ 本県農産物のブランド力の強化

今後の方向
・ 農業改革の一層の推進（元気な産地の取り組みの県内全域への波及・拡大など）

・ 県・市町村・JA等が一体となった本県の農業を支える担い手の確保・育成
・ 生産段階から販売段階までの継続した指導・支援
・ 「エコ農業茨城」の推進による本県農産物のイメージアップ
・ 常陸牛やメロン・コシヒカリについて，重点的なＰＲ・販売促進活動を展開

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

H18

3,988億円
Ｃ 評価

H19

4,082億円
Ｃ 評価

H22到達予測

基準値

農業産出額

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

(億円)

産出額 4,203 4,162 3,988 4,082 4,300

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18

3,988億円
Ｃ 評価

H19

4,082億円
Ｃ 評価

目標値：4,300億円

設定根拠：農業産出額全国第2位奪還に向け,

さらなる増加を目指す。

H22到達予測

基準値

実績によるH22到達予測線
期待値

★



8

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

実績によるH22到達予測線

期待値
目標値：１０.０％
設定根拠：東京中央卸売市場におけるシェアが

トップを維持できる水準を目指す。

基準値

H18
９．３％

Ａ 評価

H19
９．５％

Ａ 評価

H20
９．８％

Ａ 評価
H22到達予測

東京都中央卸売市場における

県産農産物シェア(金額ベース) ［5ヵ年平均]

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0
(％)

シェア 8.7 9.0 9.3 9.5 9.8 10.0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値：１０.０％
設定根拠：東京中央卸売市場におけるシェアが

トップを維持できる水準を目指す。

基準値

H18
９．３％

Ａ 評価

H19
９．５％

Ａ 評価

H20
９．８％

Ａ 評価
H22到達予測

★★★★

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

本県産農産物販売指定店店舗数

0

100

200

300

400

500

600

700

800

(店舗)

店舗数 115 212 269 380 467 320

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
269店舗
Ａ 評価

H19
380店舗
Ａ＋ 評価

H20
467店舗
Ａ＋ 評価

目標値：320店舗
設定根拠：県内の量販店で180店，料理店で20店，県外

の量販店で110店，料理店で10店を目指す。

基準値

H22到達予測

実績によるH22到達予測線
期待値

★★★★
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３ 『広域交流新時代の幕開け』戦略

評 価

１ 成 果
・ 北関東道の県内全線開通，圏央道整備の進展により広域交通の利便性が向上
・ 年間観光客数は，目標（年間5000万人）の達成に向け順調に増加
・ 「つくばｽﾀｲﾙ」や「いばらきさとやま生活」などの新たなﾗｲﾌｽﾀｲﾙの提案による
本県の認知度向上などにより，県外からの人口流入・定住化が進展

２ 課 題
・ 県内主要都市相互間の自動車による平均移動時間のさらなる短縮
・ さらなる観光客の誘客促進のため，隣接県等との広域連携の推進
・ 新たなライフスタイルとしてのブランドイメージの構築による交流・定住の促進
・ 物流の高度化・効率化による競争力強化

今後の方向
・ 県土６０分構想の実現や広域交通ネットワークの早期完成
・ 新たな観光資源の発掘や隣接県等との連携した国際観光など魅力的な受け皿

の創出による広域交流の拡大
・ 新たなライフスタイルの効果的なＰＲ
・ 広域連携物流特区計画の推進など物流の効率性と競争力の強化

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

県内主要都市相互間の自動車による平均移動時間

50

60

70

80

90

100

(分）

移動時間 88 87 87 85 71 70

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値：７０分
設定根拠：Ｈ１６実績の２割の

時間短縮

基準値
実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H22到達予測

H18
８７分
Ｂ 評価

H20
７１分
Ａ 評価

H19
８５分
Ｂ 評価

★★★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

年間観光客数

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

（千人）

観光客数 43,040 44,260 46,206 46,875 47,885 50,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値：５０，０００千人
設定根拠：初の観光客５千万人基準値

実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H22到達予測

H18
46,206千人
Ａ 評価

H19
46,875千人
Ａ 評価

H20
47,885千人
Ａ 評価

★★★★

本県の観光に対し満足している観光客の割合

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

（％）

割合 60.0 62.0 64.0 65.0 72.0 80.0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値：８０％
設定根拠：満足していない観光客

の半数を満足させる

基準値
実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H22到達予測

H18
６４％

Ｂ
＋
評価

H19
６５％

Ｂ
＋
評価

H20
７２％

Ｂ
＋
評価

★★★



11

４ 『ストップ少子化への挑戦』戦略

評 価

１ 成 果
・ いばらき出会いサポートセンターの会員数や成婚率が増加
・ 放課後児童クラブ設置数が増加
・ 多子世帯の保育料の一部助成の創設やいばらき子育て家庭優待制度（約4,400店
舗協賛）など，社会全体で子育て家庭を支援する気運が醸成

２ 課 題
・ ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝなど結婚や子育ての素晴らしさや楽しさに関する情報発信強化
・ 保育所待機児童の解消
・ 子育て等に係る経済的負担の軽減
・ 子育て家庭を社会全体で支援する気運の醸成

今後の方向
・ サポートセンターの利便性の向上や市町村・マリッジサポーター等との連携強化などに

よる結婚支援活動の充実
・ 市町村と連携し，保育所の整備や認定こども園の促進などによる保育所の定員増
・ 妊産婦や未就学児の医療費等の助成，多子世帯の保育料助成を行い，子育て家庭

の経済的負担を軽減
・ いばらき子育て家庭優待制度（いばらきキッズクラブカード）のさらなる浸透による社会
全体の気運の醸成

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

マリッジサポーター数

0

500

1,000

1,500

マリッジサポーター数 0 308 415 448 0 1,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
３０８人
Ａ 評価

H20
４４８人
Ｂ 評価

H19
４１５人

Ｂ＋ 評価

目標値：1,500千人
設定根拠：毎年250人程度の養成を目指す

基準値

実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H22到達予測

★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

H18
441か所
Ａ 評価

H19
466か所
Ａ 評価

H20
520か所

Ａ＋ 評価
H22到達予測

基準値

放課後児童クラブ設置数

300

400

500

600

700

(か所)

設置数 377 414 441 466 520 496

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
441か所
Ａ 評価

H19
466か所
Ａ 評価

H20
520か所

Ａ＋ 評価

実績によるH22到達予測線

期待値

期待値の達成度5割線

目標値： 496か所

設定根拠：児童数100人以上の全小学校への

設置を目指す。

H22到達予測

基準値

★★★★

実績によるH22到達予測線
期待値

期待値の達成度5割線

目標値： 0人
設定根拠：待機児童数ゼロを目指す。

H18

３57人

Ｃ 評価

H1９

469人

Ｃ 評価

H20

284人

Ｃ 評価

H22到達予測

保育所の待機児童数

0

100

200

300

400

500

600

700

800

(人)

児童数 277 326 357 469 284 0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

実績によるH22到達予測線
期待値

期待値の達成度5割線

目標値： 0人
設定根拠：待機児童数ゼロを目指す。

H18

３57人

Ｃ 評価

H19

469人

Ｃ 評価

H20

284人

Ｃ 評価

H22到達予測

基準値

★
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評 価

１ 成 果

・ ﾍﾙｽﾛｰﾄﾞの指定やｼﾙﾊﾞｰﾘﾊﾋﾞﾘ体操指導士の養成数は着実に増加

・ 地域ｹｱｼｽﾃﾑの在宅ｹｱﾁｰﾑ数，認知症介護ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰなどの養成数も年々増加

・ 元気シニアバンク事業については，その利用件数が着実に増加

２ 課 題

・ 救急医療体制については，第二次・第三次医療機関に軽症患者が集中

・ 医師や看護職員は増加傾向にあるものの依然として不足する状況

今後の方向

・ 働く意欲のある高齢者の就労支援の充実などにより健康長寿社会づくりの推進

・ 休日・夜間急患センターなどの初期医療体制の充実

・ 医科大学との連携強化や女性医師の就業支援等による医師確保対策

・ 看護職員の養成，定着促進等による医療体制の充実

５ 『高齢者が活躍する健康長寿社会』戦略

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

実績によるH22到達予測線

期待値
期待値の達成度5割線

H18
976人

Ｂ＋ 評価

H19
1,678人
Ｂ＋評価

H20
2,371人
Ｂ＋評価

H22到達予測

基準値

ｼﾙﾊﾞｰﾘﾊﾋﾞﾘ体操３級指導士数

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

(人)

人数 29 359 976 1,678 2,371 4,420

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値： 4,420人

設定根拠：H27までに10,000人の養成を目指し，
H22の目標値を設定。

実績によるH22到達予測線

期待値
期待値の達成度5割線

H18
976人

Ｂ＋ 評価

H19
1,678人
Ｂ＋評価

H20
2,371人
Ｂ＋評価

H22到達予測

基準値

★★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

医師数

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

(人)

医師数 4,483 4,609 5,000

H16 H17 H18 H19 H20

実績によるH22到達予測線

期待値
期待値の達成度5割線

目標値： 5,000人

設定根拠：病床配分に伴う医師確保や医療法配置基準の充足，
診療所の開設等の促進による増加数から算定。

H１８
4,609人
Ｂ 評価

H22到達予測

基準値

★★

就業看護職員数

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000
（人）

職員数 22,619 24,253 25,646 29,189

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H18

24,253人
Ｂ評価

H20

25,646人
Ｂ評価

目標値：２９,１８９人
設定根拠：看護職員需要見通しの需要数を目指す。

※ この指標については,期待値として「県看護職員需給
見通し」において別途定められた数値を用いている。

基準値

H22到達予測

★★★
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評 価

１ 成 果
・ 犯罪抑止総合対策推進の結果，刑法犯認知件数は６年連続で減少
・ 交通事故防止総合対策推進の結果，人身交通事故件数は８年連続で減少
・ 治安の悪化を感じている県民の割合や交通事故による死者数も減少傾向
・ 新インフルエンザ対策として，薬の備蓄や医療資機材の整備，医療機関の協力

による感染症患者受入病床数を確保

２ 課 題
・ 全国と比較して自主防災組織率が低い
・ 原子力施設におけるﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰが毎年度発生

今後の方向
・ 総合防災訓練等への自主防災組織や一般県民の積極的な参加の促進による県

民の防災意識の向上
・ よりきめ細かい調査・指導を行うなど原子力施設における事故・故障発生の未然

防止及び再発防止

６ 『共に創る安全・安心社会』戦略

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

県内交通事故死者数

0

50

100

150

200

250

300

350
（人）

人数 278 239 178 210 200

H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
239人
Ａ 評価

H19
178人

Ａ＋評価

H20
210人
Ａ 評価

H22到達予測

実績によるH22到達予測線
期待値

目標値：200人以下
設定根拠：H17実績の2割以上の減少

基準値

★★★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

治安の悪化を感じている県民の割合

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

（％）

割合 66.6 64.2 64.8 59.7 55.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
64.2％
Ａ 評価

H19
64.8％
Ｂ 評価

H20
59.7％

Ｂ
＋
評価

目標値：55.0％
設定根拠：調査開始以降(H12～)で最

も少ない水準(H12:55.5%)

H22到達予測

実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

基準値

★★★

感染症患者受入れ病床数

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

(床)

病床数 200 970 2,500 2,500 2,505 3,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値

H22到達予測

目標値： ３０００床
設定根拠：H22までに３０００床の病床を確保を

目指す。

H１８

２５００床
Ａ 評価

H19

２５００床
Ａ 評価

H20

2５０５床
Ａ 評価

基準値

H22到達予測

目標値： ３０００床
設定根拠：H22までに３０００床の病床を確保を

目指す。

H１８

２５００床
Ａ 評価

H19

２５００床
Ａ 評価

H20

2５０５床
Ａ 評価

実績によるH22到達予測線
期待値

★★★★
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評 価

１ 成 果
・ 家庭や運輸部門からの温室効果ガス排出量はピーク時と比較して減少
・ 環境学習や環境保全活動の参加者が年々増加し期待どおりの成果
・ ごみ排出量は，平成19年度に横ばいから減少に転換

２ 課 題
・ 産業部門からの温室効果ガス排出量が７割を占めるため産業活動とバランスを
とりながら排出削減に取り組むことが必要

・ 霞ヶ浦の汚濁負荷の要因は多岐に渡り，効果発現にも期間が必要なため，長
期に渡る着実かつ持続的な汚濁負荷削減の取り組みが必要

今後の方向
・ 産業部門の温室効果ガス排出量削減を促進する取組への支援
・ 霞ヶ浦水質保全条例や第５期霞ヶ浦水質保全計画に基づく総合的・計画的な各種

浄化対策の実施

７ 『環境を守り・育てる300万人行動』戦略

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

温室効果ガス排出量（１９９０年比）

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000
（千t-CO2）

排出量 49,169 48,703 50,839 48,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
50,839千t-CO2

(1.1％)
Ｃ 評価

基準値

目標値：48,000千t-CO2(△4.6％)
設定根拠：国内における実質削減

分4.4%を上回る水準

実績によるH22到達予測線
期待値

(1990年比) (△2.3) (△3.2) ( 1.1)(1990年比(％))

H22到達予測

★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

環境学習・環境保全活動年間参加者数（延べ人数）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600
（千人）

人数 580 759 830 923 1,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

H18
759千人
Ａ 評価

H19
830千人
Ａ 評価

H20
923千人
Ａ 評価

H24到達予測

目標値：1,000千人
設定根拠：県民が延べで100万人

参加する

実績によるH24到達予測線
期待値

★★★★

霞ヶ浦の水質（COD）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0
（ｍｇ/ｌ）

水質 7.9 7.6 8.2 8.8 8.7 7.0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

H18
8.2mg/l
Ｃ 評価

H19
8.8mg/l
Ｃ 評価

H20
8.7mg/l
Ｃ 評価

H22到達予測

基準値
目標値：7.0mg/l
設定根拠：霞ヶ浦に係る湖沼水質

保全計画(第5期)の水準

実績によるH22到達予測線
期待値

★
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評 価

１ 成 果
・ 小中学校の基礎的・基本的な知識の向上や読書活動が活発化
・ 高等学校における「道徳」授業の導入

２ 課 題
・ 中・高校生の朝食摂取率の低下
・ 大人の意識改革について，県民ひとりひとりへの更なる浸透が必要
・ ひきこもりやフリーター等の青年への対応
・ 国際的な視野や異文化に対する理解の育成

今後の方向
・ 食育の推進
・ 大人の意識改革の県民運動の拡充及び女性リーダーの育成
・ ボランティア活動に取り組む青少年の養成やひきこもり・フリーター等の青年への支援
・ ＡＬＴの活用など小学校の外国語活動の充実

・ 青年海外協力隊など国際社会で活躍できる人材を育成

８ 『未来を拓くたくましい人づくり』戦略

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

年間50冊以上の本を読んだ児童の割合
（小４～６）

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

（％）

割合 25.8 36.0 49.2 57.6 62.5 50.0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

実績によるH22到達予測線
期待値

基準値

H22到達予測

目標値 ：５０％
設定根拠：児童の2人に１人が年間
５０冊以上の本を読むことを目指す

H18
４９．２％
Ａ 評価

H20
６２．５％

Ａ ＋評価

H19
５７．６％

Ａ＋ 評価

★★★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

漢字の読み・書きの平均正答率
（小６）

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

（％）

正答率 76.5 74.0 76.7 76.8 80.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標値 ：８０％
設定根拠：児童生徒の平均正答率

８０％を目指す

基準値
実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

H22到達予測

H18
７４．０％
C 評価

H20
７６．８％
Ｂ 評価

H19
７６．７％
Ｂ 評価

★★

四則計算の平均正答率
（小６）

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

（％）

正答率 75.5 76.2 77.4 78.0 80.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22

実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

基準値

H22到達予測

目標値 ：８０％
設定根拠：児童生徒の平均正答率

８０％を目指す

H18
７６．２％

Ｂ＋評価

H20
７８．０％

Ｂ
＋
評価

H19
７７．４％
Ａ 評価

★★★
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

児童生徒の朝食摂取率
(小学生)

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0
（％）

摂取率 89.0 90.2 100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

実績によるH22到達予測線
期待値
期待値の達成度5割線

基準値

H22到達予測

目標値 ：１００％
設定根拠：児童生徒の朝食摂取率

１００％を目指す

H18
９０．２％
Ｂ 評価

★★

児童生徒の朝食摂取率
(中学校)

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0
（％）

摂取率 82.0 81.2 100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値

H22到達予測

目標値 ：１００％
設定根拠：児童生徒の朝食摂取率

１００％を目指す

H18
８１．２％
Ｃ 評価

実績によるH22到達予測線
期待値

★



22

【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】

児童生徒の朝食摂取率
(高校生)

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0
（％）

摂取率 76.9 73.4 100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値

H22到達予測

目標値 ：１００％
設定根拠：児童生徒の朝食摂取率

１００％を目指す

H18
７３．４％
Ｃ 評価

実績によるH22到達予測線
期待値

★
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合 計
39１
(100)

43
(11.0)

78
(20.0)

270
(69.0)

106
(27.1)

99
(25.3)

65
(16.6)

79
(100)

6
( 7.6)

22
(27.9)

51
(64.5)

22
(27.8)

22
(27.8)

7
( 8.9)人が輝くいばらき

139
(100)

19
(13.7)

24
(17.2)

96
(69.1)

54
(38.9)

28
(20.1)

14
(10.1)住みよいいばらき

173
(100)

18
(10.4)

32
(18.5)

123
（71.1）

30
(17.4)

49
(28.3)

44
(25.4)活力あるいばらき

評価対象
指標数

Ｃ
評価

Ｂ
評価

Ｂ＋評価
以上

Ｂ＋
評価

Ａ
評価

Ａ＋
評価

区 分

【数値目標の進捗状況(総括表)】

基本計画編

合 計
154
(100)

19
(12.3)

32
(20.8)

103
(66.9)

48
(31.2)

55
(35.7)

32
(100)

3
( 9.3)

11
(34.4)

18
(56.3)

11
(34.4)

7
(21.9)人が輝くいばらき

53
(100)

8
(15.1)

10
(18.9)

35
(66.0)

21
(39.6)

14
(26.4)住みよいいばらき

69
(100)

8
(11.6)

11
(15.9)

50
(72.5)

16
(23.2)

34
(49.3)活力あるいばらき

評価対象
指標数

★
目標達成
には一層
の努力が
必要

★★
目標達成
には努力
が必要

★★★
以上

★★★
もう少し
の努力で
目標達成
ができる
見込み

★★★★
目標達成
ができる
見込み

区 分

【数値目標の達成見込み(総括表)】

『Ｂ＋評価』以上，『★★★』以上の指標が約７割であり，概ね順調
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地域計画の施策にかかる評価（概要）
北部広域連携圏

○大強度陽子加速器（ＪーＰＡＲＣ）が供用開始
○交通インフラの整備など，本県の立地優位性により
企業立地が好調に推移

○県北地域の豊かな自然や歴史を活かした「いばらき
さとやま生活」の発信により交流や二地域居住が拡大

→ 一定の成果が上がってきている。

３年間の評価の総括

地域計画編

◇産学共同プロジェクトの推進や中性子ビーム実験装置の整備

推進，大学・日立のものづくり技術を活かしたベンチャー企業の

創出。

（新規ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業数：3年間で27社）

◇３港統合による茨城港の誕生。

◇交通インフラ整備や都心への近接性等により，工場立地が促進。

（工場立地動向調査：3年間で91件)

◇産学官の共同研究テーマの発掘やベンチャー企業の支援，陸・

海・空のネットワークを活かした物流・産業拠点の形成。

３年間の主な取組

今後の方向

○ ２１世紀の我が国を先導する先端産業地域と北関東の新たな

物流・産業拠点の形成



25

◇「いばらきさとやま生活」のＰＲなどによるブランド

イメージの構築，ホームページ・ブログによる地域

情報の提供など，積極的な情報発信を展開。

（ホームページアクセス件数：160件／日）

◇グリーンふるさと振興機構を中心に「グリーン・ブルー

ツーリズム」や田舎暮らしの体験事業を展開。

◇「水戸ひたち観光圏」の認定を契機とした観光客の

増加と宿泊観光の促進

◇地域の魅力の積極的な情報発信や周遊・滞在型観光の推進等

による首都圏を代表する交流・二地域居住空間の形成。

今後の方向

３年間の主な取組

○県北からの新しいライフスタイルの発信や自然，歴史等の活用に

よる首都圏 を代表する交流・二地域居住空間の形成

◇市町道の代行整備や携帯電話不感地域の解消，雇用の場の

確保としての宮の郷工業団地への企業立地。

◇医師確保対策の推進や就業機会の創出等による，安心・安全で

快適に暮らせる生活環境圏の形成。

◇水戸駅南口の土地区画整理事業が完了し，やさしさのまち「桜の

郷」の整備が進展。

◇都市機能の充実や企業誘致の推進とあわせ，環状道路等の広域

交通網の整備を推進。

３年間の主な取組

３年間の主な取組

今後の方向

今後の方向

○ 安心・安全で快適に暮らせる生活環境圏の形成

○ 県都水戸・ひたちなか地区を中心とした中核都市圏の形成
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】
北部広域連携圏

ベンチャー企業数（北部広域連携圏）

0

20

40

60

80

100

(社)

企業数 43 52 64 73 79 85

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値
目標値：85社
設定根拠：直近5年間の平均を上回る創業を目指す。

H18
64社
A評価

H１９
73社
A評価

H２０
79社
A評価

H22到達予測
グリーンツーリズム参加者数

(ブルーツーリズムと合わせた目標値）

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

(人)

参加数 22,000 24,043 24,768 27,089 30,254 30,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値
目標値：30,000人

設定根拠：類似例やグリーンふるさと振興機構が支
援する活動団体数等から設定

H18
24,768人
A評価

H19
27,089人
A評価

H20
30,254人
A+評価

H22到達予測

★★★★

★★★★

主要歴史文化芸術施設利用者数

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

（万人）

利用者数 1,415,407 1,459,952 1,620,204 1,554,245 1,609,434 1,433,409

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値 目標値：1,433,409人
設定根拠：普及事業の実施等の効果を見込み設定。

H18

1,620,204人
A+評価

H19

1,554,245人
A+評価

H20
1,609,434人

A+評価

H22到達予測

★★★★
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○つくばエクスプレスや首都圏中央連絡自動車道（圏
央道）の整備進捗により沿線地域のまちづくりや企

業立地が進展。
○研究学園都市や筑波山をはじめとする地域資源が
見直され，広域交流が活発化。

○農業では，消費者ニーズに対応した産地づくりや
ブランド戦略の進展。

→ 一定の成果が上がってきている。

地域計画の施策にかかる評価（概要）
南部広域連携圏

３年間の評価の総括

◇つくばエクスプレス沿線地域における「つくばスタイル」

の実現を目指した魅力的なまちづくりの推進と

サイエンスツアーの実施などによる交流の拡大。

（つくばエクスプレスの利用者:H20 約25.7万人/日）

（つくばの研究機関への一般来場者数:H20 約65万人/年）

◇「つくばスタイル」のＰＲや，宅地分譲の情報発信等により，企

業誘致や定住化を推進し，併せて常磐線沿線や常総線沿線の

魅力あるまちづくりを推進。

３年間の主な取組

今後の方向

○東京圏との交流拡大等を通じた躍動する都市軸の形成
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◇鹿島地域で，地域特性を活かした積極的な企業誘致の促進。

（3年間で11件立地）

◇つくば地区では，産学官連携による共同研究が進展。

（3年間で23件の技術移転，40件の研究成果の製品化）

◇広域交通体系の整備を活かし，新事業・新産業の創出と研究

機能を充実，積極的な企業誘致の推進。

３年間の主な取組

今後の方向

○最先端の科学技術や素材産業の集積を活かした我が国を代表

する産業地域の形成

◇「メロン」などの首都圏等への重点的ＰＲによるイメージアップ。
◇消費者ニーズに対応した農産物の生産体制の強化。

◇農産物のブランド化や「エコ農業茨城」を推進し，消費者に安心
して買ってもらえる産地づくり を展開。

◇メディア等を活用した積極的な情報発信により，筑波山や霞ヶ浦周辺地域への
観光客誘致。

◇筑波山・霞ヶ浦，ロケ地などを活かした観光ネットワークの形成など，魅力ある
交流空間の形成。

３年間の主な取組

３年間の主な取組

今後の方向

今後の方向

○新鮮・安全で，多様な消費者ニーズに応え，日本の食を支える
食料供給基地の形成

○筑波山や霞ヶ浦，伝統，スポーツ等の恵まれた地域資源を活かし
た首都圏を代表する観光・交流空間の形成
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【主な数値目標の進捗状況・目標達成見込み】
南部広域連携圏

つくばの研究機関への一般来場者数

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

(万人）

人数 40 57 68 71 65 60

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値 目標値：60万人
設定根拠：サイエンスツアーなどの効果を見込み5割

増を目指す。

H18
68万人
A+評価

H19
71万人
A+評価

H20
65万人
A+評価

H22到達予測

ベンチャー企業数（南部広域連携圏）

0

50

100

150

200

250

(社)

企業数 110 129 160 186 205 215

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値
目標値：215社
設定根拠：直近5年間の平均を上回る創業を目指す。

H18
160社
A評価

H19
186社
A評価

H20
205社
A評価

H22到達予測

★★★★★★★★

ロケ誘致作品数（県西ゾーン）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

(件)

件 78 144 229 329 435 340

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値
目標値：340件

設定根拠：H14～H16の平均を大幅に上回る
水準を目指す。

H18
229件
A評価

H19
329件
A評価

H20
435件
A+評価

H22到達予測

主なスポーツ交流施設利用者数

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

(人)

利用者数 388,309 477,675 431,701 571,858 591,626 518,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

基準値 目標値：518,000人
設定根拠：既存施設の利用促進や新たなスポーツ

交流拠点の整備効果等を見込む。

H18
431,701人
A評価

H19
571,858人
A+評価

H 20
591,626人
A+評価

H22到達予測

★★★★ ★★★★
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地域計画の数値目標にかかる評価

59
(100)

10
(16.9)

0
( 0.0)

49
(83.1)

14
(23.7)

25
(42.4)

10
(16.9)

南部広域連携圏

48
(100)

3
( 6.3)

4
( 8.3)

41
（85.4）

11
(22.9)

13
(27.1)

17
(35.4)

北部広域連携圏

評価対象
指標数

Ｃ
評価

Ｂ
評価

Ｂ＋評価
以上

Ｂ＋
評価

Ａ
評価

Ａ＋
評価

区分

【数値目標の進捗状況（総括表）】

21
(100)

3
(14.3)

0
( 0.0)

18
(85.7)

6
(28.6)

12
(57.1)

南部広域連携圏

18
(100)

1
( 5.6)

1
( 5.6)

16
(88.9)

4
(22.2)

12
(66.7)

北部広域連携圏

評価対象
指標数

★
目標達成には一層の

努力が必要

★★
目標達成には努力が

必要

★★★
以上

★★★
もう少しの努力で目
標達成ができる見込

み

★★★★
目標達成
ができる
見込み

区分

【数値目標の達成見込（総括表）】

北部広域連携圏，南部広域連携圏ともに

『Ｂ＋評価』以上，『★★★』以上の指標が８割以上であり，概ね順調


